
本ガイダンスの全体像 
価値観 戦略 

成果と重要な 
成果指標（ＫＰＩ） 

ガバナンス 

1.1. 企業理念と 
   経営の 
   ビジョン 

1.2. 社会との接点 
 

3.1. ESGに対する 
   認識  
 

3.2. 主要なステーク 
   ホルダーとの 
   関係性の維持 

3.3. 事業環境の 
   変化リスク 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3.1. 技術変化の早さ 
    とその影響 

3.3.2. カントリー 
    リスク 

3.3.3. クロスボーダー 
    リスク 

6.1. 経営課題解決に 
   ふさわしい 
   取締役会の持続性 

6.2. 社長、経営陣の 
   スキルおよび 
   多様性 

6.3. 社外役員のスキル 
   および多様性 

6.4. 戦略的意思決定の 
   監督・評価 

6.5. 利益分配の方針 

6.7. 取締役会の実効性 
   評価のプロセスと 
   経営課題 

6.6. 役員報酬制度の 
   設計と結果 

持続可能性・ 
成長性 

ビジネスモデル 

事業環境、外部環境への認識 

2.2. 競争優位を確保するため 
   に不可欠な要素 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.1. 市場勢力図における 
   位置づけ 
 
 
 
 
 
 

2.1.1. 付加価値連鎖 
   （バリューチェーン） 
    における位置づけ 

2.1.2. 差別化要素及びその持続性 

2.2.2. 競争優位を支える 
    ステークホルダーとの関係 

2.2.1. 競争優位の源泉となる 
    経営資源・無形資産 

2.2.3. 収益構造・牽引要素 
   （ドライバー） 

4.1. バリューチェーンに 
   おける影響力強化、 
   事業ポジションの改善 

4.4. 経営資源・資本配分 
  （キャピタル・アロケーション） 
   戦略 
 
 
 
 
 
 

4.4.1.事業売却・撤退戦略を含む 
   事業ポートフォリオ 
   マネジメント 

4.4.2. 無形資産の測定と投資戦略 
    の評価・モニタリング 

4.2. 経営資源・無形資産等 
   の確保・強化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.2.2.1. 研究開発投資 

4.2.2.2. IT・ソフトウェア投資 

4.2.1. 人的資本への投資 

4.2.2. 技術（知的資本）への投資 

4.2.3. ブランド・顧客基盤構築 

4.2.4. 企業内外の組織づくり 

4.2.5. 成長加速の時間を短縮する 
    方策 

4.3. ESG・グローバルな 
   社会課題（SDGs等） 
   の戦略への組込 

5.3. 企業価値創造 
   と独自KPIの 
   接続による 
   価値創造設計 

5.4. 資本コストに 
   対する認識 

5.5. 企業価値創造 
   の達成度評価 

5.2. 戦略の進捗を 
   示す独自KPIの 
   設定 

5.1 財務 
  パフォーマンス 
 
 
 
 
 
 
 

5.1.1. 財政状態及び 
    経営成績の 
    分析(MD&A等) 

5.1.2. 経済的価値・ 
    株主価値の 
    創出状況 
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